
本
稿
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文

芸
享
受
」
（
二
○
二
～
二
○
一
三
年
度
）
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
近
世
中
後
期

京
都
歌
壇
に
お
け
る
堂
上
歌
学
の
変
容
と
地
方
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
報

告
す
る
。
本
共
同
研
究
の
六
つ
の
チ
ー
ム
の
う
ち
、
筆
者
の
所
属
す
る
蔵
庵
文
庫

チ
ー
ム
と
、
手
袋
家
チ
ー
ム
の
研
究
成
果
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

筆
者
は
、
近
世
中
後
期
の
堂
上
歌
壇
・
歌
学
と
地
下
歌
壇
・
歌
学
の
交
渉
を
研
究

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
堂
上
歌
壇
と
地
下
歌
壇
を
つ
な
ぐ
重
要
人
物
の
一
人

と
し
て
、
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
・
織
仁
親
王
に
仕
え
、
江
戸
派
歌
人
と
も
親
し
い
、

上
賀
茂
神
社
社
家
の
賀
茂
季
臘
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
調
査
を

行
っ
て
き
た
。

そ
の
調
査
結
果
を
、
今
回
の
報
告
に
一
部
織
り
込
み
な
が
ら
、
妙
法
院
宮
真
仁
法

親
王
と
そ
の
サ
ロ
ン
を
中
心
と
し
た
堂
上
歌
学
に
お
け
る
「
二
条
派
か
ら
古
学
派

へ
」
と
い
う
変
容
の
様
相
と
、
小
沢
蘆
庵
や
本
居
宣
長
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
京
都
で

は
じ
め
に

二
条
派
か
ら
古
学
派
へ

ｌ
堂
上
歌
学
の
変
容
と
地
方
へ
の
伝
播近

世
京
都
歌
壇
に
お
け
る
堂
上
と
地
下
の
勢
力
の
変
化
は
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら

進
行
し
て
い
た
が
享
和
期
頃
に
顕
在
化
す
る
（
注
ｌ
）
。

そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
の
古
学
接
近
が
あ
る
。
堂
上
歌

壇
の
権
威
が
失
墜
し
地
下
勢
力
が
京
都
歌
壇
を
侵
食
し
は
じ
め
る
寛
政
年
間
に
、
妙

法
院
宮
真
仁
法
親
王
は
積
極
的
に
、
京
の
伴
窩
礫
・
小
沢
蘆
庵
・
慈
延
法
師
（
大

愚
）
・
賀
茂
季
縢
・
上
田
秋
成
・
岡
本
保
考
・
香
川
景
樹
、
江
戸
の
村
田
春
海
・
加

藤
千
蔭
、
伊
勢
の
本
居
宣
長
な
ど
の
当
代
一
流
の
地
下
文
人
に
接
触
し
て
古
学
を
好

み
、
最
新
の
古
学
の
成
果
を
実
弟
の
光
格
天
皇
に
献
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
堂
上

と
地
下
の
勢
力
関
係
の
逆
転
現
象
を
促
進
し
た
（
注
２
）
。

妙
法
院
宮
が
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
妙
法
院
宮
が
師
事
し
た
小
沢
蘆
庵
で
あ
る

一
定
の
影
響
力
を
持
つ
に
い
た
っ
た
古
学
派
が
、
地
方
へ
と
そ
の
勢
力
を
広
げ
て
い

く
様
相
の
一
端
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
と
そ
の
サ
ロ
ン

盛
田
帝
子
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と
こ
ろ
で
、
京
都
歌
壇
に
お
け
る
地
下
古
学
の
浸
透
は
、
契
沖
仮
名
遣
の
浸
透
に

典
型
的
に
現
れ
て
い
る
。
鈴
木
淳
氏
は
、
堂
上
二
条
・
冷
泉
派
と
地
下
古
学
派
が
互

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
注
３
）
。
現
在
刊
行
中
の
「
妙
法
院
日
次
記
」
（
「
史
料

纂
集
」
）
に
は
蘆
庵
の
名
が
頻
繁
に
見
え
、
麓
庵
の
稿
本
系
「
六
帖
詠
藻
」
か
ら
も

妙
法
院
宮
に
関
す
る
記
事
を
多
く
拾
う
こ
と
が
で
き
る
（
注
４
）
。
妙
法
院
宮
は
、
多

く
の
地
下
歌
人
に
接
触
し
、
江
戸
派
歌
人
や
本
居
宣
長
を
も
含
む
独
自
の
文
芸
サ
ロ

ン
を
形
成
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
賀
茂
季
鷹
も
存
在
し
て
い
た
。
季
鷹
の
家
集
『
雲

錦
翁
家
集
」
を
縮
け
ば
、
季
鷹
が
妙
法
院
宮
な
ら
び
に
、
そ
の
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
富
小
路
貞
直
、
日
野
資
枝
、
小
沢
蘆
庵
、
伴
窩
膜
、
慈
延
法
師
（
大
愚
）
、

橘
千
蔭
、
村
田
春
海
、
本
居
宣
長
と
の
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

妙
法
院
宮
は
自
ら
「
是
も
又
昔
に
か
へ
せ
人
皆
の
心
を
種
の
敷
島
の
道
」
と
認
め

た
和
歌
を
、
季
臘
に
与
え
（
二
雲
錦
翁
家
集
』
巻
四
懐
旧
歌
）
、
季
鷹
は
妙
法
院

宮
を
、
「
我
輩
之
親
玉
」
（
「
逸
楽
翁
宛
季
臘
書
状
」
、
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合

セ
ン
タ
ー
森
文
庫
所
蔵
「
千
蔭
の
書
簡
」
）
と
呼
ん
で
い
た
（
注
５
）
。
歌
道
に
お
け
る

古
学
を
推
進
す
る
立
場
と
し
て
、
妙
法
院
宮
と
季
鷹
の
結
び
つ
き
は
深
か
っ
た
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
宣
長
も
自
著
『
古
事
記
伝
」
初
峡
を
、
寛
政
二
年
に
は
橋
本
経
亮
・
藤
島
宗

順
を
通
じ
て
妙
法
院
宮
に
献
上
し
、
寛
政
五
年
に
は
謁
見
の
栄
に
浴
し
、
享
和
元
年

に
は
妙
法
院
宮
の
す
べ
て
の
月
次
御
会
に
詠
進
を
果
た
す
ま
で
に
な
っ
て
い
る
（
注
６
）

二
仮
名
遣
い
の
改
訂

い
に
相
容
れ
な
い
理
由
は
、
詠
風
の
相
違
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
仮
名
遣
の
相

違
に
あ
り
、
堂
上
派
の
勢
力
が
強
か
っ
た
京
で
は
、
契
沖
仮
名
遣
は
な
か
な
か
浸
透

し
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
７
）
。
鈴
木
氏
の
論
文
を
参
考
に
、
契
沖
仮
名

遣
の
浸
透
の
状
況
を
年
表
風
に
記
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
正
月
契
沖
「
百
人
一
首
改
観
抄
』
を
定
家
仮
名
遣

で
出
版
。
（
京
・
樋
口
宗
武
）

○
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
四
月
謡
曲
二
百
拾
番
を
契
沖
仮
名
遣
に
改
訂
。

（
江
戸
・
加
藤
枝
直
）

○
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
正
月
「
古
言
梯
』
（
契
沖
仮
名
遣
の
補
訂
）
出
版
。

（
江
戸
・
真
淵
門
・
揖
取
魚
彦
）

○
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
九
月
『
千
首
部
類
」
（
契
沖
仮
名
遣
に
改
訂
）
を
出

版
。
（
京
・
小
沢
藤
庵
）
↓
契
沖
仮
名
遣
に
依
拠
す
る
こ
と
を
宣
言
。

○
安
永
九
（
一
七
八
○
）
年
「
古
今
和
歌
集
」
（
契
沖
仮
名
遣
に
改
訂
）
を
出

版
。
（
江
戸
・
荷
田
蒼
生
子
）

○
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
四
月
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
の
命
に
よ
り
小
沢
蔵

庵
が
契
沖
の
著
書
を
宮
に
呈
上
。
（
京
）

○
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
一
二
月
契
沖
「
漫
吟
集
」
を
私
家
版
と
し
て
出

版
。
（
彦
根
・
真
淵
門
・
竜
公
美
）

○
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
六
月
「
正
誤
仮
名
遣
」
（
契
沖
仮
名
遣
）
を
出
版
。

（
江
戸
・
賀
茂
季
隠
）

○
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
四
月
真
淵
「
古
今
和
歌
集
打
聴
」
（
契
沖
仮
名
遣
）
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ま
た
、
揖
斐
高
氏
も
、
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
～
明
和
年
間
前
半
、
賀
茂
真
淵

が
竜
公
美
の
和
歌
を
添
削
し
、
定
家
仮
名
遣
を
契
沖
仮
名
遣
に
直
し
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
（
注
８
）
。
こ
の
よ
う
に
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
蔵
庵
、
季
鷹
、
秋
成

な
ど
、
後
の
妙
法
院
宮
サ
ロ
ン
の
歌
人
が
、
契
沖
仮
名
遣
の
テ
キ
ス
ト
を
出
版
す
る

こ
と
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
地
下
二
条
派
の
澄
月
が
、
「
此
道
の
魔
障
余
材
に
過

た
る
は
な
し
」
（
「
和
歌
為
隣
抄
」
）
と
契
沖
の
「
古
今
余
材
抄
」
を
「
歌
道
の
魔
障
」

と
艇
め
る
の
も
、
契
沖
仮
名
遣
が
徐
々
に
普
及
し
て
き
た
こ
と
へ
の
苛
立
ち
の
現
れ

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

妙
法
院
宮
サ
ロ
ン
の
一
員
で
あ
る
季
鷹
は
、
そ
の
墓
碑
銘
に
よ
れ
ば
、
「
蔵
書
数

千
巻
」
に
「
校
正
」
を
し
て
い
た
と
い
う
。
季
鷹
は
、
江
戸
に
遊
学
す
る
以
前
は
、

定
家
仮
名
遣
で
あ
っ
た
が
、
古
学
派
の
洗
礼
を
受
け
、
江
戸
か
ら
帰
京
し
た
寛
政
年

間
以
降
、
そ
の
蔵
書
の
本
文
を
、
定
家
仮
名
遣
か
ら
契
沖
仮
名
遣
に
改
訂
し
た
例
が

き
わ
め
て
多
く
み
ら
れ
る
。
詳
細
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
が
、
季
鷹
の
旧
蔵
書
を

み
れ
ば
、
二
条
派
か
ら
古
学
派
へ
の
変
容
が
、
可
視
的
な
形
で
確
認
で
き
る
の
で
あ

ブ
（
》
。

を
出
版
。
（
大
坂
・
上
田
秋
成
）

○
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
五
月
真
淵
「
あ
が
た
居
の
歌
集
」
・
宇
万
伎
「
し

づ
屋
の
う
た
集
』
（
契
沖
仮
名
遣
）
合
刻
。
（
大
坂
・
上
田
秋
成
）

○
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
「
和
歌
為
隣
抄
」
出
版
。
（
京
・
地
下
二
条
派
・
澄

月
）
↓
契
沖
の
「
古
今
余
材
抄
」
や
『
和
字
正
濫
抄
」
を
歌
道
の
魔
障
と
艇
め

ブ
（
》
○

こ
こ
で
は
蔵
庵
が
門
人
を
通
し
て
地
方
に
古
学
を
広
め
よ
う
と
し
た
事
例
を
見
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
澄
月
は
「
和
歌
為
隣
抄
」
で
契
沖
の

「
古
今
余
材
抄
』
を
「
此
道
の
魔
障
余
材
に
過
た
る
は
な
し
」
と
排
斥
し
た
が
、
蘆

庵
は
、
澄
月
の
『
古
今
余
材
抄
」
批
判
に
対
し
て
、
「
是
過
分
の
証
言
に
て
弁
す
る

に
た
ら
す
」
（
京
都
新
日
吉
神
宮
蔵
庵
文
庫
所
蔵
「
斥
為
隣
」
）
と
一
蹴
し
て
い
る
。

天
明
七
年
三
月
二
十
六
日
、
真
仁
法
親
王
は
円
山
応
挙
を
通
じ
、
「
古
今
余
材
抄
」

を
一
覧
し
た
い
旨
、
麓
庵
に
言
い
送
っ
て
い
る
（
「
真
仁
親
王
御
直
日
記
」
『
妙
法
院

史
料
」
第
四
巻
所
収
）
。
新
日
吉
神
宮
蔵
庵
文
庫
に
も
、
契
沖
の
元
奥
書
を
有
す
る

『
古
今
余
材
抄
」
が
現
存
す
る
。
二
条
派
に
と
っ
て
契
沖
の
「
古
今
余
材
抄
」
が
大

き
な
脅
威
で
あ
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
妙
法
院
宮
の
お
墨
付
き
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

寛
政
十
年
頃
、
蔵
庵
は
「
古
今
余
材
抄
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
弟
子
に
古
今
集
を

講
釈
さ
せ
、
地
方
に
古
学
を
普
及
。
そ
の
手
ご
た
え
を
得
て
い
た
こ
と
が
次
の
書
簡

か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡
は
、
近
衞
典
子
氏
所
蔵
の
石
田
三
九
郎
宛
小
沢
蔵
庵
書

簡
で
あ
る
。
近
衞
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば
寛
政
十
年
十
二
月
十
日
の
も
の
で
あ
る
（
注
９
）
。

三
古
学
を
京
か
ら
地
方
歌
壇
へ
普
及
ｌ
「
古
今
余
材
抄
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て

去
月
廿
四
日
、
同
廿
八
日
付
之
御
状
、
当
月
朔
日
、
六
日
両
度
に
相
達
、
致

拝
見
候
。
厳
寒
之
節
、
弥
御
平
安
被
成
御
凌
、
奉
賀
候
。

右
初
度
之
御
詠
三
包
、
後
度
之
御
詠
四
包
共
一
覧
、
今
日
之
便
不
残
差
下
し
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蘆
庵
が
播
州
の
門
人
石
田
三
九
郎
に
、
播
州
に
派
遣
し
た
弟
子
の
前
波
黙
軒
に
つ

い
て
述
べ
、
堂
上
方
に
も
「
古
風
」
が
普
及
し
て
い
る
現
況
に
触
れ
な
が
ら
、
石
田

も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、
養
生
を
す
る
よ
う
に
と
気
遣
う
書
簡
で
あ

古
風
を
と
な
へ
候
事
は
誠
久
し
く
中
絶
候
事
故
、
如
此
申
遣
候
。
日
夜
無
隙
事

繁
様
子
、
定
而
草
臥
可
被
申
存
候
。
頓
首

十
二
月
十
日

小
澤
蘆
庵

石
田
三
九
郎
様

尚
々
堂
上
方
に
も
十
人
斗
、
古
風
コ
ノ
ミ
候
人
有
之
。
五
（
吾
の
当
て
字
）

党
之
人
余
材
（
余
材
抄
）
に
て
古
今
講
読
、
又
拙
之
弟
子
衆
三
人
斗
、
所
々
に

て
古
今
為
構
候
。
是
ハ
、
以
月
光
消
蛍
火
候
手
だ
て
に
て
候
。
追
々
此
風
二
相

成
、
悦
申
候
。
貴
躰
も
随
分
御
養
生
、
右
御
人
数
二
御
成
蛍
火
を
御
消
し
可
被

成
候
。
病
身
に
て
は
難
勤
候
。
く
れ
ｊ
～
御
養
生
大
切
に
可
被
成
候
。

※
（
）
内
は
盛
田
注
。

御
地
之
様
子
可
承
相
待
候
。

捌
口
個
網
閉
矧
團
喝
１

候
。
知
足
庵
、
小
川
、
田
山
へ
御
返
書
、
相
達
候
。

黙
軒
へ
御
訊
問
被
成
候
趣
、
致
承
知
候
。
坂
越
よ
り
は
彼
地
へ
被
罷
越
候

趣
、
当
座
等
参
候
・
社
中
弥
重
候
而
、
黙
軒
永
今
帰
京
無
之
、
御
帰
候
ハ
、
、

つ
か
る
と
も
お
ほ
に
な
な
し
そ

翁
（
蘆
庵
）
よ
り
田
舎
へ
弟
子
衆
下
候
事
、

る
。
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
蘆
庵
が
地
方
に
弟
子
を
派
遣
す
る
の
は
黙
軒
の
例
が
初
め

て
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
疲
れ
て
も
通
り
一
遍
に
は
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た

び
の
講
釈
の
旅
は
、
こ
れ
か
ら
千
年
の
後
も
続
く
古
風
の
歌
の
道
へ
の
最
初
の
試
み

な
の
だ
か
ら
」
と
い
う
内
容
の
歌
を
読
み
、
古
風
を
唱
え
る
こ
と
は
絶
え
て
久
し
い

こ
と
な
の
で
、
黙
軒
に
歌
を
遣
わ
し
て
激
励
し
た
と
蘆
庵
は
言
う
の
で
あ
る
。

尚
々
書
で
は
、
堂
上
歌
人
の
中
に
も
十
人
ほ
ど
古
風
を
好
む
歌
人
が
い
る
こ
と
、

我
ら
が
古
風
を
尊
ぶ
グ
ル
ー
プ
の
人
々
は
、
契
沖
の
「
古
今
余
材
抄
」
で
古
今
集
を

講
説
す
る
こ
と
、
蘆
庵
の
弟
子
の
う
ち
三
人
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
古
今
集
を
講
義
さ

せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
月
光
を
以
て
蛍
火
（
二
条
派
・
冷
泉
派
）
を
消
す
」
手
段

で
あ
る
こ
と
、
徐
々
に
古
風
が
浸
透
す
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
こ
と
、
石
田
三
九
郎

に
養
生
し
て
古
風
を
説
く
グ
ル
ー
プ
の
一
人
と
し
て
「
蛍
火
を
消
す
」
よ
う
に
指
示

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
月
光
を
以
て
蛍
火
を
消
す
」
の
職
え
は
、

『
玉
葉
和
歌
集
」
（
夏
斯
藤
原
為
守
女
）
の
「
闇
よ
り
も
少
な
き
よ
は
の
蛍
か
な
お

の
が
光
を
月
に
消
た
れ
て
」
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
蔵
庵
は
、
二

条
派
・
冷
泉
派
を
蛍
火
に
、
古
学
派
を
月
光
に
瞼
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
蘆
庵
の
送
っ
た
「
つ
か
る
と
も
」
の
和
歌
に
対
し
て
黙
軒
は
「
此
度
二
道

ノ
山
口
分
ソ
メ
テ
ト
ホ
ク
サ
カ
ユ
ク
キ
ザ
シ
ヲ
ゾ
ミ
シ
」
と
い
う
歌
を
返
し
た
こ
と

が
『
六
帖
詠
藻
」
冬
五
白
雪
（
注
川
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
「
古
今
余
材
抄
」
の
講

義
を
通
し
て
、
古
学
が
地
方
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
、
盛
ん
に
な
っ
て
ゆ
く
手
ご
た
え

を
感
じ
た
黙
軒
が
、
蔵
庵
に
和
歌
で
報
告
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
と
黙
軒
の
返
歌
は
、
古
学
派
の
地
方
浸
透
の
状
況
に
関
わ
る
貴
重
な
証

言
で
あ
る
。
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次
に
手
銭
家
チ
ー
ム
の
研
究
成
果
（
注
、
）
、
と
り
わ
け
芦
田
耕
一
氏
が
『
江
戸
時

代
の
出
雲
歌
壇
」
（
今
井
出
版
、
二
○
一
二
年
）
に
集
約
さ
れ
た
研
究
成
果
を
基

に
、
二
条
派
和
歌
か
ら
古
学
派
に
移
り
ゆ
く
出
雲
歌
壇
の
状
況
を
確
認
し
よ
う
。

江
戸
時
代
前
中
期
の
出
雲
歌
壇
は
明
珠
庵
釣
月
（
一
六
五
九
～
一
七
二
九
。
清
水

谷
実
業
、
松
井
幸
隆
門
）
と
、
そ
の
弟
子
小
豆
沢
常
悦
を
中
心
と
し
た
二
条
派
和
歌

が
主
流
で
あ
っ
た
。

と
し

江
戸
時
代
後
期
の
出
雲
歌
壇
は
出
雲
大
社
を
中
心
に
活
動
が
行
わ
れ
、
千
家
俊

ざ
ね

た
か
ひ
こ

信
、
千
家
尊
孫
が
重
要
な
働
き
を
し
た
。
俊
信
は
、
寛
政
七
年
九
月
十
日
か
ら
寛
政

八
年
正
月
十
二
日
に
松
坂
鈴
屋
で
行
わ
れ
た
本
居
宣
長
の
講
義
を
聴
講
。
享
和
元
年

二
八
○
一
）
宣
長
が
生
涯
最
後
の
上
京
を
し
、
堂
上
歌
人
に
古
典
講
釈
を
し
た
折

り
に
は
、
俊
信
も
宣
長
に
切
望
さ
れ
て
上
京
。
講
筵
に
列
し
て
い
る
。
宣
長
没
後
は

出
雲
の
私
塾
「
梅
廼
舎
」
で
古
学
を
教
授
し
、
出
雲
に
古
学
を
普
及
さ
せ
た
。

寛
政
七
年
二
月
廿
日
付
の
千
家
俊
信
宛
書
簡
で
宣
長
は
、
「
古
学
弘
マ
リ
兼
申
候

由
、
是
も
追
々
弘
マ
リ
可
申
候
間
、
随
分
御
出
精
可
被
成
候
」
と
古
学
普
及
の
難
し

さ
を
述
べ
て
い
た
が
、
寛
政
八
年
七
月
七
日
千
家
俊
信
・
同
勝
信
宛
書
簡
で
は
、

「
帰
国
後
追
々
、
国
造
様
始
古
学
段
々
発
り
申
候
御
様
子
二
而
、
毎
々
御
講
釈
等
被

成
候
由
、
委
細
被
仰
聞
致
承
知
、
い
か
計
か
大
慶
仕
候
」
と
、
古
学
が
根
付
き
は
じ

め
た
こ
と
を
慶
賀
し
、
寛
政
九
年
三
月
十
一
日
千
家
俊
信
宛
宣
長
書
簡
で
も
「
御
国

内
松
江
並
伯
耆
米
子
へ
御
越
被
成
、
追
々
古
学
志
之
人
々
出
来
申
候
由
、
扱
々
致
大

慶
候
、
随
分
御
励
し
被
成
候
様
、
追
々
古
学
繁
栄
之
様
子
承
度
候
」
と
古
学
の
普
及

＊

を
喜
ぶ
ま
で
に
な
っ
た
。

千
家
尊
孫
は
千
家
俊
信
の
学
統
を
受
け
継
ぎ
、
出
雲
歌
壇
を
二
条
派
一
辺
倒
か
ら

脱
却
さ
せ
る
功
績
が
あ
っ
た
。
彼
の
残
し
た
詠
草
に
「
お
ろ
か
な
る
我
も
よ
は
ひ
は

季
鷹
に
歌
は
景
樹
に
ま
さ
れ
と
ぞ
祈
る
」
と
あ
る
が
、
当
時
、
京
都
歌
壇
で
重
き
を

な
し
た
香
川
景
樹
も
長
命
の
賀
茂
季
鷹
も
妙
法
院
宮
サ
ロ
ン
に
関
係
し
た
歌
人
で

あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

以
上
、
妙
法
院
宮
か
ら
歌
学
復
古
を
託
さ
れ
た
賀
茂
季
鷹
が
定
家
仮
名
遣
か
ら
契

沖
仮
名
遣
に
変
化
し
た
こ
と
、
弟
子
に
「
古
今
余
材
抄
」
を
講
釈
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
小
澤
蘆
庵
が
古
学
を
地
方
に
拡
げ
る
動
き
を
み
せ
た
こ
と
、
京
都
で
堂
上
古

学
派
に
支
持
を
集
め
た
本
居
宜
長
が
出
雲
地
方
に
古
学
を
普
及
す
る
大
き
な
推
進
力

に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
妙
法
院
宮
サ
ロ
ン
に
出
入
り
す
る
歌
人
た
ち
の

活
動
に
よ
っ
て
、
京
都
の
堂
上
歌
壇
に
根
づ
き
は
じ
め
た
古
学
が
地
方
に
伝
播
し
て

ゆ
く
状
況
が
み
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
京
都
の
堂
上
歌
壇
の
中
に
二
条

派
か
ら
古
学
派
へ
と
い
う
歌
人
達
が
現
れ
、
や
が
て
そ
の
流
れ
で
、
二
条
派
が
主

だ
っ
た
地
方
に
古
学
派
が
伝
播
し
て
ゆ
く
様
相
が
、
妙
法
院
宮
サ
ロ
ン
の
歌
人
た
ち

の
動
向
を
つ
ぶ
さ
に
み
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
古
学
の
地
方
へ
の
伝
播
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
具
体
的
事
例
の
発
掘

に
つ
と
め
た
い
。

注
（
１
）
拙
著
「
近
世
雅
文
壇
の
研
究
ｌ
光
格
天
皇
と
賀
茂
季
鷹
を
中
心
に
ｌ
」
（
汲
古
書

院
、
二
○
一
三
年
一
○
月
）
第
三
部
「
転
換
期
の
雅
文
壇
」
第
十
二
章
「
享
和
二

25



教
授
」
（
「
上
方
文
華

（
皿
）
注
（
４
）
に
同
じ
。

（
ｕ
）
田
中
則
雄
「
手
鏡
｛

（
９
）
翻
刻
は
、
近
衞
典
子
「
石
田
三
九
郎
宛
て
小
沢
蔚
庵
書
簡
ｌ
播
州
に
お
け
る
歌
道

教
授
」
（
「
上
方
文
藝
研
究
」
第
一
○
号
、
二
○
一
三
年
六
月
）
に
よ
る
。

（
８
）
揖
斐
高
「
賀
茂
真
淵
の
和
歌
添
削
ｌ
自
筆
本
「
賀
茂
真
淵

し
て
」
（
「
近
世
文
学
の
境
界
」
岩
波
書
店
、
二
○
○
九
年
）

（
５
）
山
本
和
明
「
〈
翻
〉

四
一
号
、
一
九
九
両

（
６
）
注
（
２
）
の
飯
倉
》

（
７
）
鈴
木
淳
「
江
戸
時

店
、
一
九
九
七
年
）

（
４
）
「
近
世
上
方
文
壇
に
お
け
る
人
的
交
流
の
研
究
」
（
二
○
一
○
’
二
○
一
三
年
度

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書

二
○
一
四
年
三
月
）
所
収
、
「
新
日
吉
神
宮
蘆
庵
文
庫
所
蔵
「
六
帖
詠
藻
」
翻
字

（
稿
）
」
。
な
お
本
研
究
成
果
報
告
書
は
本
基
幹
研
究
と
連
携
し
た
研
究
成
果
で
あ

（
２
）
飯
倉
洋
一
「
本
居
宣
長
と
妙
法
院
宮
」
（
「
江
戸
寺

月
）
飯
倉
洋
一
「
妙
法
院
宮
サ
ロ
ン
」
（
論
集
恒

と
そ
の
時
代
」
、
勉
誠
社
一
九
九
四
年
二
月
）

（
３
）
中
野
稽
雪
「
小
沢
職
庵
」
「
里
の
と
ぼ
そ
」
第
一

田
中
則
雄
「
手
鏡
家
蔵
書
と
出
雲
の
文
芸
活
動
」
（
「
調
査
研
究
報
告
」
第
三
十
三

号
、
二
○
一
三
年
三
月
、
芦
田
耕
一
「
江
戸
時
代
の
出
雲
歌
壇
」
（
今
井
出
版
、

年
「
大
愚
歌
合
」
一
件
」
）

二
○
一
二
年
）

る
◎

一
○
月
）

の
飯
倉
洋
一
「
本
居
宣
長
と
妙
法
院
宮
」

「
江
戸
時
代
後
期
の
歌
と
文
章
」
『
近
世
歌
文
集

一
九
九
四
年
三
月
）

千
蔭
関
連
資
料
一
・
二
」
「
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
」

（
「
江
戸
文
学
」
一
二
号
、
一
九
九
四
年
七

（
論
集
近
世
文
学
５
「
共
同
研
究
秋
成

第
一
集
（
蔵
庵
文
庫
、
一
九
五
一
年

「
賀
茂
真
淵
評
草
蘆
和
歌
集
」
を
通

下
」
解
説
、
岩
波
書
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